
 

 

 

  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

1 土 定例役員会 10：00～ 鈴木・高橋

雀友会（健康麻雀） 12：45～16：00 松　村

4 火 岩崎・原田

大西・今川

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

11 火 藤城ニューフレンド春季大会 坪内・小園

14 金 河本・坂田

18 火 野間・佐々木

藤井夫妻

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　7　年　3 月

9:30～ 北堀公園G.G練習

7 金

第2回大会の参加確認をしますので、希望者は必ずお越し下さい。（当日参加費￥300徴収します）

          第2回大会日は4/6（日）12：45～17：00    

2

藤城の家よりみち

日

9:30～ 北堀公園

学校が休みに入る為、GG練習は21日（金）迄とし、再開は4月11日（金）9時からとします。

G.G練習

21 金
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藤城さくらまつり（藤城小第 2 グラウンド） 
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新
入
会
員
の
ご
紹
介 

庶
務
部 

 

鈴
木
美
恵
子 

東
部
―
４ 

 
 

三
谷 

紀
久
子 

様 
 

万
帖
敷
町 

中
部
―
２ 

 
 

越
智 

和
子 

様 
 

 

万
帖
敷
町 

伏
見
区
す
こ
や
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ 

日
時
：３
月
20
日
（木
・祝
）10

:0
0

 
～1

4
:0

0

（雨
天
決
行
） 

 

場
所
：京
都
競
馬
場 
み
ど
り
の
広 

場 

 

イ
ベ
ン
ト
内
容
： 

・若
き
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の
特
別
対
談 

・歌
謡
シ
ョ
ー 

・そ
の
他
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り 

 

だ
く
さ
ん
！ 

 

入
場
無
料 

伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
開
催
し

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？ 

気
分
転
換
に
も
な
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
！ 

 

車
を
出
す
予
定
で
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先
：高
橋
（０
９
０-

４
６
４
１-

０
７
７
７
） 

皆
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！ 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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  藤
城
小
学
校
で
造
形
展
開
催 

 

多
彩
な
作
品
が
来
場
者
を
魅
了 

藤
城
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
造
形
展
（
２
月
12
日～

15
日
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
藤
城
小
学
校
の
た
け
の
こ
・

１
年
生
か
ら
６
年
生
、
呉
竹
総
合
支
援
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
花
部
・
書

道
部
、
社
会
福
祉
協
議
会
す
こ
や
か
学
級
、
藤
城
の
家
、
墨
染
の
家

ほ
っ
こ
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る
多
彩
な
作
品
が
ず
ら
り
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ
る
表
現
が
並
び
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
６
年
生
と
４
年
生
に
よ
る
版
画
作
品
。

細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
表
現
力
に
は
思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
で
し

た
。
ま
た
、
１
年
生
の
「
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
の
パ
フ
ェ
」
は
、
子
ど

も
た
ち
の
自
由
な
発
想
と
豊
か
な
想
像
力
が
あ
ふ
れ
、
見
る
者
を

ほ
ほ
え
ま
せ
て
く
れ
る
作
品
で
し
た
。 

実
年
会
も
「
実
年
会
だ
よ
り
」
を
展
示
し
、
地
域
の
活
動
を
紹

介
。
会
場
全
体
が
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
外
の
寒
さ
を
忘
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。
来
場
者
は
足
を
止
め
、
わ
が
子
や
知
人
の
作
品
に

じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
（高
橋
記
） 
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  　藤城ニューフレンドだより

健康部　大西勝彦

＊  藤城ニューフレンド春季大会を３月１１日（火）に開催します。  今年度最後の大会です。

     日頃の練習の成果を存分に発揮して、有終の美を飾って下さい。

＊  新年度の実年会費、藤城ニューフレンド部費、老人クラブ傷害保険料を、期限までに

     各担当者に納付をお願いします。

＊  ３月２５日（火）～４月９日（水）の間、学校の春休みのため練習は休止とします。

      新年度の練習は４月１１日（金）９時から再開します。

男性 　　　　　令和７年 １月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1

10 7 20.85 1 大西

14 8 20.20 6 大西②、岩崎、坪内、野間、藤田

17 7 20.42 5 岩崎、坪内、野間、藤井、細川

21 9 21.66 3 藤井、藤田、三宅

24 8 22.29 2 坪内、藤田

28 8 20.58 11 野間④、細川②、大西、河本、坪内、藤井、藤田

31 8 21.75 7 藤田③、細川②、河本、藤井

計7日 55人 21.16 35 7ｹ1人、6ｹ1人、5ｹ1人、4ｹ3人、2ｹ2人、1ｹ1人

女性

開催日 参加者 平均スコア H-1

10 8 23.87 0

14 10 22.46 4 谷口、田原、西出、藤井

17 10 22.03 5 今川、小園、田原、西村、藤井

21 11 23.00 6 今井、今川、小園、坂田、谷口、西出

24 10 22.80 3 高橋②、田原

28 12 22.02 10 田原②、西出②、藤井②、佐々木、高橋、谷口、原田

31 7 22.66 0

計7日 68人 22.54 28 5ｹ1人、4ｹ2人、3ｹ2人、2ｹ2人、1ｹ5人

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）
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さあ、始めませんか！
 グラウンド・ゴルフ
これからが絶好の季節です

日本グラウンド・ゴルフ協会HPより

お気軽に練習風景を見学にお越し下さい

【場　所】北堀公園多目的グラウンド

【練習日時】毎週火、金曜日（9：30～11：00）

     藤城連合実年会

  グラウンド・ゴルフ部　「藤城ニューフレンド」
      連絡先：０７５－６４２－０５０１（大西）
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営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 

「
藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
事
業
紹
介 

藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

宮 

杉 

曠 

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
事
業
、
す
こ
や
か
学

級
を
令
和
７
年
２
月
１
３
日
（
木
）に
「藤
城
の
家
よ
り
み
ち
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
指

先
の
運
動
を
兼
ね
て
、
参
加
者
が
、
５
組
に
分
か
れ
て
何
十

枚
も
の
新
聞
紙
を
思
い
思
い
に
細
か
く
切
り
、
細
長
い
ビ
ニ

ー
ル
の
傘
袋
に
詰
め
込
み
繋
い
で
長
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。 

第
３
木
曜
日
２
月
２
０
日
は
ク
ラ
フ
ト
で

す
。
フ
ク
ロ
ウ
の
吊
り
飾
り
で
す
。
予
め
セ
ッ
ト

さ
れ
た
材
料
と
色
紙
を
切
っ
て
羽
や
目
、
鼻
、

く
ち
ば
し
、
の
部
品
を
作
り
貼
り
合
わ
せ
行
く

作
業
で
す
。
最
後
に
吊
り
下
げ
用
の
飾
り
紐
を

取
り
付
け
ビ
ー
ズ
に
通
し
て
出
来
上
が
り
で

す
。 
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昭和クイズ （出題：三宅淳之）  （答えは 12ページに） 

第１問 

昭和４２年 NHK テレビの受信料は「普通

契約」と【〇〇〇契約】の２種類に分割さ

れました。【〇〇〇契約】とはなんでしょう

か？ 

第２問 

「子供にも買い与えられる安価なパーソナ

ルコンピューター入門機」という構想で

Microsoft とアスキーが唱え、昭和 56

年に発売された、メーカーを超え、ハード

ウェアとソフトウェアの統一規格が実現し

たホームコンピューターの名称をなんと言

うでしょうか？ 

第３問 

１９６０年ごろから日本の住まいに一気に

普及した窓に関する【あるモノ】とは何で

しょうか？ 

第４問 

料理の味をまろやかにするため、今では 

ほぼ使われなくなった【あるモノ】を出汁

の中に入れて、砂糖の甘みを柔らかくま

とめる方法がありました。【あるモノ】と

はなんでしょうか？＊今でも有名蕎麦屋

などでは形を変えて継承されています。 

第５問 

今ではあまり使われなくなった、素焼き

の土鍋の一種で、炒ったり、蒸したりす

る調理器具を何と言うでしょうか？ 

第６問 

昭和４７年に、ある文房具メーカーが従

来にはないペンを発売しました。どのよ

うなペンでしょうか？今ではコンビニで

売っているところもあります。 

第７問 

昭和３８年最初の大河ドラマが放送され

ました。『花の生涯』というタイトルなの

ですが、歴史上の誰が主人公だったでし

ょうか？ 

ひ
と
と
き 

東
大
山
町 

藤
沢 

駒
次
郎 

歴
史
を
ふ
り
返
る
と
、
モ
ノ
を
大
切
に
し
た
時
代
と 

こ
こ
ろ

・

・

・

を
重
ん
じ
た
時
代
と
が
あ
る
。 

平
安
時
代
も
紫
式
部
や
清
少
納
言
な
ど
が
活
躍

し
た
後
期
あ
た
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
こ
こ
ろ

・

・

・

が
重

視
さ
れ
て
き
て
モ
ノ
を
政
治
の
主
体
と
考
え
て
い

た
平
清
盛
が
失
脚
し
て
、
そ
れ
と
代
わ
っ
た
鎌
倉
幕

府
は
こ
こ
ろ

・

・

・

を
主
と
し
た
政
治
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
。
そ
の
あ
と
足
利
尊
氏
は
こ
こ
ろ

・

・

・

の
人
で
あ
っ
た

が
、
や
が
て
だ
ん
だ
ん
と
モ
ノ
に
傾
い
て
き
て
、
足

利
義
満
が
そ
れ
を
代
表
し
義
政
の
時
代
に
な
る
と

日
野
富
子
が
そ
の
頂
点
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
モ
ノ

か
ら
こ
こ
ろ

・

・

・

に
移
る
の
に
は
応
仁
の
乱
が
必
要
で

あ
っ
た
。
戦
国
時
代
が
過
ぎ
て
平
和
が
つ
づ
く
と
当

然
こ
こ
ろ

・

・

・

が
尊
重
さ
れ
る
様
に
な
り
武
士
道・

が
尊

ま
れ
た
。
し
か
し
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
町
人
が
そ

の
勢
力
を
加
え
て
く
る
と
又
モ
ノ
の
時
代
と
な
り

そ
れ
が
明
治
政
府
の
富
国
強
兵
政
策
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。 
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  私
は
な
ぜ
走
る
の
か 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

初
め
て
長
距
離
を
走
っ
た
の
は
高
校
時
代
に
学
校
行
事
で
開
催

さ
れ
た
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
ま
っ
た
く
練
習
な
し
で
当
日
を
迎
え

る
か
ら
そ
も
そ
も
完
走
は
無
理
で
す
。
福
知
山
の
田
舎
道
、
山
道

を
走
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
途
中
し
ん
ど
く
な
っ
て
何
度
も
歩
い
た
。 

本
格
的
に
長
距
離
を
走
り
始
め
た
の
は
教
師
に
な
っ
て
か
ら
。

私
が
勤
め
て
い
た
学
校
は
マ
ラ
ソ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
賀
茂
川

出
雲
路
橋
辺
り
が
ス
タ
ー
ト
地
点
。
賀
茂
川
河
川
敷
を
北
に
向
か

っ
て
走
り
、
途
中
か
ら
一
般
道
に
入
り
岩
倉
ま
で
走
り
引
き
返
す
。

１
６
ｋ
ｍ
の
大
会
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
対
抗
で
優
勝
し
た
こ
と
も
。
ま
た

タ
イ
ム
は
お
そ
く
て
も
最
後
ま
で
完
走
し
た
生
徒
に
は
完
走
賞
（賞

状
）を
渡
し
た
。 

毎
年
、
私
も
生
徒
と
一
緒
に
走
り
、
練
習
す
る
う
ち
に
走
る
こ
と

が
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。
学
校
行
事
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
だ
け
で
は
物

足
り
な
く
な
り
、
２
０
歳
台
最
後
に
京
都
マ
ラ
ソ
ン
に
応
募
し
ま
し

た
。 西

京
極
球
場
を
出
発
、
１
５
ｋ
ｍ
地
点
（出
雲
路
橋
）
で
失
格
に

な
っ
た
。
あ
と
１
～
２
分
早
く
通
過
し
て
い
た
ら
な
ぁ
！ 

京
都
マ

ラ
ソ
ン
は
当
時
全
国
で
も
タ
イ
ム
制
限
が
一
番
厳
し
い
マ
ラ
ソ
ン
だ

っ
た
。
ト
ッ
プ
が
通
過
し
た
後
、
決
め
ら
れ
た
時
間
以
内
で
そ
の
地 

点
を
通
過
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
先
を
走
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

そ
の
後
は
バ
ス
（収
容
車
）に
乗
せ
ら
れ
ス
タ
ー
ト
地
点
に
引
き
返

す
。
５
ｋ
ｍ
か
１
０
ｋ
ｍ
ご
と
に
関
門
が
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
す
る
と
有

無
を
言
わ
さ
ず
バ
ス
に
乗
せ
ら
れ
る
。
１
５
ｋ
ｍ
地
点
の
少
し
先
に

テ
ニ
ス
部
の
生
徒
が
大
勢
、
私
の
応
援
の
為
に
待
っ
て
い
て
く
れ
た

の
に
！
！
！ 

そ
の
数
年
後
、
篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
職
場

の
同
僚
も
数
名
参
加
し
た
。
田
舎
な
の
で
沿
道
で
の
応
援
や
差
し

入
れ
が
多
く
あ
り
、
途
中
で
バ
ナ
ナ
や
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
う
ど
ん

等
を
食
べ
す
ぎ
て
４
２
ｋ
ｍ
も
走
っ
た
の
に
体
重
が
増
え
て
い
る
同

僚
も
い
た
。 

私
は
中
間
点
で
膝
が
痛
く
な
り
再
び
バ
ス
に
収
容
さ
れ
て
ス
タ

ー
ト
地
点
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
僚
が
完
走
す
る
姿
を
見
て
、

凄
い
な
と
思
っ
た
。
次
こ
そ
は
完
走
を
と
心
に
決
め
た
。 

次
の
マ
ラ
ソ
ン
に
向
け
て
さ
ら
に
長
い
距
離
を
練
習
し
た
。
京
都

盆
地
の
西
へ
、
北
へ
、
東
へ
と
郊
外
を
走
り
周
っ
た
。
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ハ

イ
を
た
び
た
び
感
じ
ま
し
た
。 

そ
し
て
翌
年
、
再
び
篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
。
１
ｋ
ｍ

６
分
の
ペ
ー
ス
を
崩
さ
ず
、
４
２
．
１
９
５
ｋ
ｍ
を
走
り
切
り
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
直
前
は
、
胸
に
込
み
上
げ
て
く
る
熱
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
記
録
は
ち
ょ
う
ど
４
時
間
。
膝
の
痛
み
も
な
く
感
動
の
ゴ
ー

ル
だ
っ
た
。 

 

8 



 
マ
ラ
ソ
ン
の
醍
醐
味
は
や
は
り
完
走
す
る
こ
と
。
途
中
で
膝
に
乳

酸
が
溜
ま
っ
た
り
、
脚
が
つ
っ
た
り
、
し
ん
ど
い
時
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
と
ま
た
、
楽
に
な
り
、
走
る
快
感
を
覚
え

た
り
、
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
。
自
分
も
苦
し
い
け
れ
ど
、
誰
も
が
同

じ
よ
う
に
、
辛
い
の
だ
と
分
か
る
。
辛
い
け
れ
ど
、
楽
し
い
時
間
と
空

間
を
す
べ
て
の
ラ
ン
ナ
ー
と
共
有
す
る
。 

今
年
の
京
都
マ
ラ
ソ
ン
は
１
６
０
０
０
人
が
出
場
。
古
御
香
町
か

ら
も
、
友
人
が
２
人
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
見
事
完
走
さ
れ
ま
し
た
。
５

０
歳
を
こ
え
て
も
、
３
時
間
台
、
４
時
間
台
で
走
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
当
に
凄
い
な
と
思
う
。 

私
は
、
偏
平
足
で
昔
は
私
の
足
形
に
合
う
靴
が
な
く
、
足
先
に
負

担
が
か
か
り
、
ひ
ど
い
外
反
母
趾
に
な
っ
て
し
ま
い
、
思
う
よ
う
に

走
れ
な
く
な
っ
た
。 

京
都
マ
ラ
ソ
ン
は
、
昔
と
コ
ー
ス
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今
で
は
風

光
明
媚
な
嵐
山
～
清
滝
道
～
広
沢
の
池
～
宇
多
野
～
賀
茂
川
河

川
敷
～
植
物
園
～
御
所
南
～
百
万
遍
～
平
安
神
宮
と
、
京
都
ら
し

さ
を
存
分
味
わ
え
る
魅
力
あ
る
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
。 

で
き
る
な
ら
も
う
一
度
走
り
た
い
。
こ
の
気
持
ち
を
夢
で
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
。
４
２
．
１
９
５
ｋ
ｍ
を
完
走
す
る
喜
び
。
達
成
感
。
こ

れ
は
経
験
し
た
人
に
し
か
味
わ
え
な
い
。
人
生
に
苦
楽
が
あ
る
よ
う

に
、
マ
ラ
ソ
ン
に
も
苦
楽
が
あ
る
。
人
生
は
マ
ラ
ソ
ン
に
似
て
い
る
。 

最
後
ま
で
走
り
抜
い
た
人
だ
け
が
味
わ
え
る
大
き
な
喜
び
。
人

生
も
最
後
ま
で
前
へ
前
へ
と
歩
き
続
け
る
。
山
あ
り
谷
あ
り
。
で
も 

最
後
に
笑
っ
て
ゴ
ー
ル
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。 

私
は
な
ぜ
走
る
の
か
。
楽
し
い
か
ら
。
た
だ
走
り
た
い
か
ら
。
町

内
の
友
人
達
と
毎
日
曜
日
朝
６
時
か
ら
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て

は
や
４
年
目
。
武
奈
ヶ
岳
、
稲
荷
山
、
大
文
字
山
、
音
羽
山
、
大
吉

山
を
登
り
、
貴
船
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
、
石
清
水
八
幡
宮
、
枚
方
公
園
ま

で
仲
間
と
一
緒
に
走
っ
た
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
。 
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【４
８
時
間
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
腸
活
で 

花
粉
症
バ
イ
バ
イ
♪
】 

 

  

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の
院
長
、
清
水
友
浩
で
す
。 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
の
が
花
粉
の
季
節
で
す
ね
。
こ
の
季
節

を
憂
鬱
に
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
花
粉
症
の
方

に
と
っ
て
は
、
目
の
か
ゆ
み
や
鼻
水
が
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
で
す
が
、
実
は
「腸
活
」が
花
粉
症
対
策
に
効
果
的
と
い
う
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
一
環
と
し
て
健
康
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
！ 

先
日
、
大
亀

谷
し
み
ず
接
骨
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
私
、
そ
し
て
親
し
い
仲
間
３
名
を
加
え
た

合
計
７
名
で
、
体
内
リ
セ
ッ
ト
を
目
的
と
し
た
４
８
時
間
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。 

新
年
の
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
で
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ

て
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
新
し
い
試
み
で
し
た
。
特
に
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
初

め
て
の
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
緊
張
感
が
一

体
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。 

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
準
備
と
開
始 

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い
よ
う
、
た
だ
水
と
美

味
し
い
酵
素
ド
リ
ン
ク
の
み
を
使
用
す
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
し
た
。
私
自 

身
は
過
去
に
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
経
験
が
あ
る
た
め
、
楽
し
さ
や
体
が
生
ま
れ

変
わ
る
感
覚
を
知
っ
て
お
り
、
こ
の
期
待
感
を
周
囲
に
も
伝
え
て
い
ま
し
た
。 

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
中
の
体
験 

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
初
日
の
夕
方
、
多
く
の
参
加
者
と
同
様
に
私
も
血
糖
値

が
下
が
り
、
一
時
的
に
眠
気
や
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

も
３
０
分
ほ
ど
で
解
消
し
、
ま
る
で
心
の
霧
が
晴
れ
る
よ
う
に
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
感
覚
に
変
わ
り
ま
し
た
。
意
外
と
夜
、
家
族
が
食
べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

の
香
り
に
誘
惑
さ
れ
な
が
ら
も
、
食
欲
が
そ
れ
ほ
ど
湧
か
な
か
っ
た
の
が
自

分
で
も
驚
き
で
し
た
。 

結
果
と
感
想 

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
夜
は
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
眠
り
に
つ
く
こ
と
が
で

き
、
翌
朝
は
ま
る
で
別
人
の
よ
う
に
４
時
に
は
ス
ッ
キ
リ
と
目
覚
め
ま
し

た
。
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
影
響
を
実
感
す
る
瞬
間
で
し
た
。
体
重
は
わ
ず
か

１
キ
ロ
の
減
少
で
し
た
が
、
そ
の
数
値
以
上
に
感
じ
た
の
は
肌
質
の
改
善

や
集
中
力
の
向
上
で
し
た
。
さ
ら
に
、
腸
内
環
境
も
大
き
く
改
善
さ
れ
た

よ
う
で
、
長
く
溜
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
不
要
な
も
の
が
体
外
に
排
出
さ

れ
ま
し
た
。 

定
期
的
な
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
計
画 

こ
の
結
果
に
よ
り
、
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
一
時
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

手
法
で
は
な
く
、
身
体
の
内
側
か
ら
健
康
を
取
り
戻
し
、
生
活
の
質
を
高
め

る
手
段
と
し
て
、
我
々
の
間
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
メ
ン

バ
ー
全
員
の
間
で
定
期
的
に
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
次

回
の
計
画
も
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

花
粉
症
の
歴
史
と
現
代
の
増
加 

花
粉
症
は
比
較
的
新
し
い
病
気
で
す
。
２
０
世
紀
初
頭
ま
で
、
花
粉
症
の 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
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院
長 

清
水 

友
浩 
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記
録
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
産
業
化
、
都
市
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
花
粉
症
の
患
者
数
は
急
速
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
環

境
の
変
化
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
そ
し
て
食
生
活
の
変
化
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

花
粉
症
に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人 

花
粉
症
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
遺
伝
的
な
要
素
も
影
響
し
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
過
剰
反
応
が
花
粉
症
の
直

接
的
な
原
因
で
あ
り
、
こ
の
過
剰
反
応
は
体
内
環
境
、
特
に
腸
内
環
境
に

大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
腸
内
環
境
が
乱
れ
る
と
、
体
の
免
疫
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。 

腸
活
が
花
粉
症
に
効
く
理
由 

腸
は
私
た
ち
の
体
内
で
最
大
の
免
疫
器
官
で
す
。
健
康
な
腸
内
環
境

は
、
適
切
な
免
疫
応
答
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
不
必
要
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

抑
制
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
腸
活
に
よ
っ
て
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
整
え
る
こ
と
は
、

花
粉
症
の
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。 

具
体
的
な
腸
活
方
法 

発
酵
食
品
を
取
り
入
れ
る
：ヨ
ー
グ
ル
ト
、
納
豆
、
キ
ム
チ
な
ど
の
発
酵

食
品
に
は
、
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
善
玉
菌
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

食
物
繊
維
を
意
識
的
に
摂
取
：野
菜
、
果
物
、
全
粒
粉
製
品
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
腸
の
動
き
を
活
発
に
し
ま
し
ょ
う
。 

水
分
を
た
っ
ぷ
り
と
：腸
の
健
康
維
持
に
は
水
分
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
日
２
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
摂
取
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

一
方
で
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に

も
効
果
を
示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、
主
に
神

経
系
と
筋
肉
の
調
整
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
自
律
神
経
の
バ 

ラ
ン
ス
を
整
え
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
正
常
化
す
る
助
け
と
な
り
ま

す
。
自
律
神
経
は
免
疫
応
答
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
整

う
こ
と
で
、
花
粉
症
の
症
状
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、
体
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
、
体
全
体
の
調

和
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
花
粉
症
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
健
康
問
題
に

対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

花
粉
症
の
季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
今
日
か
ら
で
き
る
腸
活
と

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

大
亀
谷
し

み
ず
接
骨
院
で
は
、
体
質
改
善
相
談
や
厳
選
し
た
体
に
優
し
い
酵
素
ド
リ

ン
ク
や
プ
ロ
テ
イ
ン
も
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
！ 

こ
の
春
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
&
腸
活
で
花
粉
症
と
お
別
れ
し
ま

し
ょ
う
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
は
交
通
事
故
の
治
療
も
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
の
ケ
ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。
「あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「足
首
や
手
首

を
捻
挫
し
ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
場
合
や
、
ご
家
族
や
知
人

で
交
通
事
故
の
ケ
ガ
に
遭
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。
「こ

れ
く
ら
い
大
丈
夫
」と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
ね
。 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「す
な
お
」で

朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 

絡 

先 a
d

io
life

c
h

iro
p

ra
c
tic

@
g
m

a
il.c

o
m

  

電
話
番
号 
０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
親
よ
り
も 

先
に
逝
く
な
と 

百
の
母 

中
川
潔
（
男
性
・
福
井
県
・
49

歳
・
会
社
員
） 

・
天
気
な
ら 

予
報
士
よ
り
も 

俺
の
膝 

西
田
勲
（
男
性
・
北
海
道
・
77

歳
・
無
職
） 

・
デ
イ
ケ
ア
で 

悪
い
嫁
ほ
ど 

自
慢
で
き 

久
保
木
主
税
（
男
性
・
千
葉
県
・
59

歳
・
公
務
員
） 

・
判
定
日 

母
凜 り

ん

と
し
て 

要
支
援 

門
脇
信
博
（
男
性
・
兵
庫
県
・
64

歳
・
社
労
士
） 

・
爺
と
婆 

ど
っ
ち
が
好
き
と 

犬
に
聞
き 

延
沢
好
子
（
女
性
・
神
奈
川
県
・
62

歳 

パ
ー
ト
） 

・
あ
の
世
へ
も 

方
向
音
痴
で 

ま
だ
行
け
ず 

コ
コ
（
女
性
・
埼
玉
県
・
41

歳
・
主
婦
） 

・
血
圧
を 

納
得
す
る
ま
で 

計
る
父 

田
中
多
美
子
（
女
性
・
三
重
県
・
60

歳 

主
婦
） 

・
改
札
を 

出
た
の
に
切
符
を 

探
す
母 

平
野
喜
美
代
（
女
性
・
東
京
都
・
68

歳
・
花
や
） 

・
人
混
み
で 

疲
れ
過
呼
吸 

寝
て
無
呼
吸 

玉
谷
文
子
（
女
性
・
大
阪
府
・
56

歳
・
主
婦
） 

・
本
当
に 

寝
て
い
る
の
か
と 

揺
す
る
妻 

阿
部
浩
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
54

歳･

会
社
員
） 

昭和クイズの答え 

第 1 問【カラー契約】  第 2 問【MSX】 

第 3 問【アルミサッシ】  第 4 問【焼けた火箸を出汁の中

に入れる】  

第 5 問【ほうろく】  第 6 問【筆ペン】 

第 7 問【井伊直弼】   
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  認
知
症
予
備
軍
（Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
に
つ
い
て 

 

      

こ
の
実
年
会
だ
よ
り
の
左
下
に
「
き
た
だ
治
療
院
」と
「三
宅
治
療
院
」

の
両
方
で
広
告
を
出
し
て
い
ま
す
よ
ね
？ 
時
々
こ
の
『
実
年
会
だ
よ

り
』
を
読
ま
れ
た
方
か
ら
「
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
２
つ
の
治
療
院
の
紹

介
を
し
て
い
る
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

実
は
私
自
身
が
６
年
ほ
ど
前
ま
で
、
き
た
だ
治
療
院
に
所
属
し
て
い

た
経
緯
が
あ
り
、
今
で
も
北
田
先
生
に
は
仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
ら
な
ん
で
す
。
所
属
し
て
い
た
こ
ろ
、
北
田
先
生
の
名
前
は
常
に
意

識
し
て
い
ま
し
た
し
、
間
違
え
た
り
忘
れ
た
り
す
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ

ん
…
。
で
も
、
今
か
ら
１
０
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
。 

北
田
先
生
の
名
前
を
あ
る
書
類
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
北
田
義
博
先
生
の
「
義
博
」
と
い
う
名
前
が
出
て
こ
な
く
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
正
直
、
ビ
ビ
リ
ま
し
た
（
笑
）  

頻
繁
に
会
っ
て
い
る
人
の
名
前
が
い
く
ら
考
え
て
も
思
い
出
せ
な
い

ん
で
す
か
ら
（
泣
） 

そ
の
時
一
瞬
「
若
年
性
認
知
症
の
前
兆
か
も
し
れ
な

い
…
」
そ
ん
な
恐
怖
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
幸
い
そ
う
い
っ
た
病
気
で 

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
認
知
症
当
事
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

恐
怖
感
は
相
当
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
今
回
は
認
知
症
予
備
軍
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
に
つ
い

て
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
年
の
せ
い
と
は
言
い
難
い
悪
性
の
「
も

の
忘
れ
」
が
現
れ
始
め
た
状
態
が
、
認
知
症
予
備
軍
（Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
で
す
。 

こ
の
状
態
の
時
で
あ
れ
ば
、
予
備
軍
か
ら
健
常
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人

も
い
ま
す
。
放
置
す
る
と
５
年
で
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
軽

度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
も
き
ち
ん
と
対
策
す
れ
ば
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

予
防
法
の
説
明
を
す
る
前
に
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
説
明
を
し
ま
す
ね
。
軽
度
認

知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
い
う
病
名
で
す
が
、
こ
れ
は
「
軽
度
な
認
知
症
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
と
軽
度
認
知
障
害
の
間
に
は
医
学
的
に
一
線

が
引
か
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
多
少
幅
が
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
健

常
者
と
認
知
症
の
中
間
に
あ
た
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
段
階
を
軽
度
認
知

障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 簡

単
な
説
明
を
す
れ
ば
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を

き
た
す
の
が
認
知
症
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
物
忘
れ
で
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
社
会
生
活
や
日
常
生
活
を
送
る
の
が
可
能
な
状
態
で
す
。 

今
ま
で
や
っ
て
き
た
料
理
が
で
き
る
か
？ 

近
所
で
目
的
の
買
い
物

を
し
て
支
払
い
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
雑
把
な
目
安
と
さ
れ
て
い
ま 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
寝たきり・歩行困難で自宅で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方へ 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です。 

きただ治療院 

京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 075-672-5576 

三宅治療院 

京都市伏見区深草大亀谷万帖敷町 123-36 

ＴＥＬ 090-9887-0038 

す
。 ま

ぁ
こ
れ
だ
け
だ
と
大
雑
把
す
ぎ
る
の
で
、
も
う
少
し
ご
説
明
し
ま

す
。
「
夕
食
に
客
を
招
く
段
取
り
を
つ
け
た
り
、
家
計
を
管
理
し
た
り
、

買
い
物
を
し
た
り
す
る
程
度
の
仕
事
で
も
支
障
を
き
た
す
」と
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
受
診
を
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
、
本
人
だ
け

で
受
診
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
と
一
緒
に
受
診
し
た
方
が
お
医
者
様

も
正
確
な
情
報
が
得
や
す
い
で
す
。 

認
知
症
の
程
度
や
困
り
具
合
は
認
知
機
能
検
査
の
点
数
だ
け
で
完
全

に
判
定
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
な
ど
「
複
数
人
の
目
」
か
ら
く
る
情
報
が
あ
る
と
正

確
な
現
状
や
困
り
ご
と
の
解
消
に
繋
が
り
や
す
い
で
す
。 

正
確
な
検
査
や
診
断
を
受
け
る
に
は
「
物
忘
れ
外
来
」や
認
知
症
専
門

医
の
い
る
病
院
へ
の
受
診
が
一
般
的
で
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
状
態
で
放
置
す

れ
ば
認
知
症
へ
移
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
適
切
な
治
療
や
対
応

を
す
れ
ば
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や
健
常
に
戻
る
こ
と
も
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

予
防
法
は
よ
く
聞
く
生
活
習
慣
病
予
防
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
睡
眠
を

十
分
に
と
っ
て
高
血
圧
、
メ
タ
ボ
に
気
を
つ
け
て
喫
煙
習
慣
や
深
酒
を

改
善
す
る
こ
と
、
社
会
と
の
交
流
が
大
切
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
そ

し
て
運
動
で
す
。 

で
も
ご
病
気
な
ど
で
運
動
し
た
く
て
も
運
動
で
き
な
い
人
っ
て
い
ま

す
よ
ね
？ 

家
族
が
運
動
を
す
す
め
て
も
運
動
し
な
い
け
れ
ど
、
家
族
以

外
の
人
が
自
宅
に
行
っ
て
「
２
～
３
分
だ
け
で
も
外
の
空
気
に
触
れ
ま
し

ょ
う
！
」
っ
て
言
う
と
意
外
と
素
直
に
外
出
準
備
を
し
て
運
動
し
て
く
だ 

 

さ
る
方
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
或
い
は
腰
や
膝
が

痛
く
て
運
動
し
た
く
て
も

運
動
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
と
か
…
。
そ
う
い
っ
た
方

が
家
族
に
い
れ
ば
、
訪
問

専
門
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が

ご
自
宅
に
伺
っ
て
屋
外
で

の
歩
行
訓
練
、
或
い
は
室

内
で
の
筋
力
訓
練
な
ど
を

行
い
つ
つ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

関
節
可
動
域
訓
練
が
有
効

で
す
よ
！ 

１
回
の
施
術
は
３
０
分

で
、
１
割
負
担
の
方
で
あ
れ

ば
概
ね
４
５
５
円
以
下
で

す
。
初
回
の
訪
問
施
術
は

無
料
で
す
。
継
続
し
て
訪

問
を
ご
希
望
さ
れ
れ
ば
医

師
の
同
意
が
あ
れ
ば
保
険

適
用
に
な
り
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
下
記

連
絡
先
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。 
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自
分
の
現
在
地 

 

   

実
年
会
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
友
永
と

申
し
ま
す
。 

私
は
２
０
２
５
年
３
月
で
京
都
老
人
ホ
ー
ム
に
入
職
し
て
５
年

と
な
り
ま
す
。 

入
職
前
に
思
い
描
い
て
い
た
自
分
と
現
在
の
自
分
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

入
職
前
、
私
は
介
護
に
つ
い
て
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
手
伝
い
を
す
る
」
と
い
う
程
度

の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
大
学
で
４
年
間
福
祉
を
学
ん
で
き
た
こ
と
で
、
多
少
の

自
信
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に
入
職
し

、
入
居
者
様
と
関
わ
る
中
で
、
そ
の
自
信
は
簡
単
に
崩
れ
去
り
ま

し
た
。 

い
ざ
実
際
に
入
職
し
入
居
者
様
と
関
わ
っ
て
み
る
と
、
全
く
自 

分
の
持
っ
て
い
る
知
識
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。 

入
居
者
様
の
中
に
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い

病
気
や
疾
患
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
認
知
症
を
お
持
ち
の
方
も
多
く
、
昨
日
う
ま
く
い
っ
た

対
応
が
翌
日
に
は
通
用
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
日
々
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
の
職
員
か
ら
「
自
分
が
入
居
者
様
の

立
場
だ
っ
た
ら
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
を
考
え
て
み
て
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
「
な
ぜ
？
」
「
ど
う
し
て
？
」

と
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。 

こ
の
言
葉
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
信
頼
を
築
く
た
め

に
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。 

入
職
３
年
目
に
は
、
生
活
相
談
員
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

介
護
職
と
並
行
し
て
、
施
設
内
で
は
他
職
種
と
の
連
携
、
施

設
外
で
は
ご
家
族
や
病
院
、
役
所
と
の
関
係
づ
く
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
の
は
、
ご
家
族
と
の
関
係
で
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
京
都
老
人
ホ
ー
ム 

相
談
員 

 

友 

永 
  

翔 
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こ
れ
ま
で
も
面
会
な
ど
で
ご
家
族
と
接
す
る
機
会
は
あ
り
ま
し

た
が
、
生
活
相
談
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
り
頻
繁
に
連
絡
を
取

り
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

定
期
的
に
近
況
報
告
の
お
電
話
を
し
た
り
、
ご
家
族
が
遠
方
に

お
住
ま
い
で
な
か
な
か
面
会
に
来
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
外
部
ツ

ー
ル
を
活
用
し
、
お
写
真
や
入
居
者
様
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
な

ど
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。 

ま
た
、
役
所
か
ら
の
通
知
を
伝
え
る
際
に
は
、
単
な
る
連
絡
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
々
の
様
子
も
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
ご
家
族
が

安
心
し
、
相
談
し
や
す
い
関
係
を
築
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。 

良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
包
み
隠
さ
ず
共
有
し
、
万
が
一
の
事

態
や
入
居
者
様
の
状
態
変
化
に
よ
る
混
乱
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
は
ま
だ
想
像

が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
信
頼
さ
れ

る
職
員
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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始
、
普
請
、
移
転
、
婚
姻
、
開
店
す
べ
て
吉
。
首
、
太
骨
、
心
臓
、
肋

骨
、
右
足
の
病
気
や
怪
我
、
過
労
に
要
注
意
で
す
。
吉
方
位
は
東
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
物
事
が
順
調
に
進
む
好
調
運
で
す
。
交
際
面
で
拡
大
し
、
種
々
の

良
い
報
せ
や
喜
び
事
が
舞
い
込
み
、
経
済
的
に
も
ゆ
と
り
も
出
て
く

る
で
し
ょ
う
。
好
運
の
月
で
あ
る
か
ら
、
見
込
み
の
あ
る
事
は
進
ん

で
企
画
す
る
と
よ
い
。
恋
人
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
吉
方
位
は
東
南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
静
か
に
過
去
を
振
り
返
り
、
自
分
の
領
分
を
わ
き
ま
え
、
落
ち
着
い

て
手
堅
い
行
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
辛
労
が
多
く
何
事
を
す
る

に
も
困
難
が
伴
う
の
で
、
新
規
開
始
の
事
は
特
に
し
な
い
方
が
よ
い
。

ま
た
こ
の
月
に
発
病
す
る
と
長
引
く
か
ら
注
意
の
こ
と
。
現
状
維
持

で
変
化
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
南
・
西
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
人
間
関
係
が
華
や
か
に
な
り
、
行
動
意
欲
が
出
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー

プ
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
り
、
研
究
成
果
を
世
に
問
う
機
会
に
恵
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
何
事
も
明
る
み
に
出
る
暗
示
が
あ
り
ま
す
の

で
、
秘
密
の
あ
る
人
は
要
注
意
で
す
。
物
事
を
は
っ
き
り
す
る
に
は

良
い
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
南
、
西
北
・
東
。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

三
月
（
一
白
水
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
月
六
日
（
啓
蟄
） 

か
ら
四
月
四
日
ま
で 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
攻
め
る
よ
り
守
り
の
時
期
と
心
得
て
く
だ
さ
い
。
実
行
中
の
こ
と
に

も
一
応
区
切
り
を
つ
け
て
、
後
々
の
発
展
に
備
え
、
万
全
を
期
す
る
要

素
が
大
切
で
す
。
反
目
、
離
反
、
中
傷
や
訴
訟
、
司
法
に
関
す
る
件
に

も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
普
請
や
新
事
業
は
開
始
を
見
合
わ
せ
た
方

が
よ
い
。
何
事
も
静
観
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
目
上
の
引
き
立
て
を
受
け
て
実
力
を
発
揮
し
、
堅
実
に
物
事
を
処
理

で
き
ま
す
。
何
事
も
努
力
の
し
が
い
が
あ
る
月
で
あ
る
。
新
事
業
開 

令和 7 年 3 月一白水星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

 

 

 

 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
慣
れ
な
事
や
新
規
事
の
着
手
は

見
送
っ
た
方
が
無
難
で
す
。
特
に
健
康
面
と
金
銭
面
が
思
わ
し
く
な
い

よ
う
で
す
。
異
性
関
係
で
不
実
な
こ
と
を
し
て
き
た
人
は
、
家
庭
内
で

問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
状
維
持
が
大
切
な
月
で

す
。
吉
方
位
は
東
、
西
北
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
は
や
や
持
ち
直
し
、
上
昇
に
一
歩
近
づ
き
ま
し
た
。
金
回
り
が

良
く
な
っ
た
り
喜
び
事
も
起
こ
り
ま
す
が
、
本
分
を
怠
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
諸
事
滞
り
が
ち
で
あ
る
が
、
努
力
が
い
が
あ
る
か
ら
怠
ら

ず
努
め
る
と
よ
い
。
来
月
の
良
い
運
気
の
月
の
準
備
と
し
て
何
事

も
月
の
後
半
に
処
理
を
す
る
こ
と
。
吉
方
位
は
西
北
・
東
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が
出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
な
れ
ま

す
。
諸
事
好
調
に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
積
極
的
に
す
る
方
が

よ
い
。
こ
と
に
辰
巳(

東
南)

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到
来
す
る

こ
と
が
あ
る
。
吉
方
位
は
西
北
・
東
南
。 

  

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
明
る
い
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
て
、
情
熱
的
な
炎
が
人

と
人
と
の
交
流
の
中
で
灯

り
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
明
白

と
な
り
ま
す
。
高
い
信
用
や

名
誉
、
良
い
評
判
を
得
て
、

仕
事
も
人
間
関
係
も
金
銭

面
も
全
て
好
調
で
す
。
ま

た
遠
方
か
ら
利
益
を
得
る

こ
と
が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男

女
は
結
婚
が
決
ま
る
月
で

も
あ
り
ま
す
。
吉
方
位
は

東
・
西
。 
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ど
も
た
ち
が
興
味
津
々
に

寄
っ
て
き
て
、
「
何
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に

は
見
守
り
隊
の
隊
長
さ
ん
、

と
元
気
に
挨
拶
を
す
る
子

も
い
て
、
な
ん
だ
か
ほ
っ
こ

り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
次
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
た
め
の
土
づ
く
り
で
す
。

昨
年
は
収
穫
が
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は

し
っ
か
り
準
備
を
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
四
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
七
年
三
月
一
日
発
行 

 
 
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

 
 
 a

d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

印
刷
・
製
本 

 

有
志
の
皆
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
メ
ダ
カ
は
、
気
温
が
14

度
に
な
る
と
藻
の
蔭
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
姿
を

見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
翌
日
か
ら
寒
波
襲
来
。
ま
た
隠
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
早
く
春
に
な
ら
な
い
か
な
ぁ
。
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
姿
に
癒
さ
れ
て

み
た
い
も
の
で
す
。 

◎
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
１
月
３
０
日
朝
の
駅
前
の
見
守

り
時
の
こ
と
で
す
。
大
き
な
可
愛
い
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
３
つ
の
可
愛
い
西
福
寺
幼
児
園
に
通
う
男
の
子

が
、
い
つ
も
通
り
お
か
あ
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
挨
拶
を
し
て
坂
を
下

っ
て
い
き
ま
し
た
。
見
送
っ
て
い
る
と
１
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
坂

の
途
中
か
ら
引
き
返
し
て
き
ま
し
た
。
何
か
忘
れ
物
が
あ
っ
た
の
か
と

思
っ
て
い
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
『
こ
ど
も
か
ら
、「
ど
う
し
て
お
じ
ち

ゃ
ん
が
昨
日
の
朝
い
な
か
っ
た
の
」
聞
い
て
欲
し
い
』
と
い
う
こ
と
で

し
た
。「
昨
日
は
、
病
院
に
行
く
日
だ
っ
た
の
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

返
事
を
す
る
と
ニ
コ
ッ
と
し
て
バ
イ
バ
イ
し
て
行
き
ま
し
た
。
小
っ
ち

ゃ
な
子
が
気
に
か
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
成
長
を
見

守
る
責
任
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
検
査
の
結
果
は
異
常
な
し
で
ホ
ッ
ト

し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
心
が
な
ご
み
ま
し
た
。 

◎
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
。
落
ち
た
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
さ
ん
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
下
水
管
の
腐
食
は
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
進
行
す
る
の
で
、
普
段
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
こ

う
し
た
事
故
が
あ
る
と
改
め
て
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。
藤

城
地
域
で
は
そ
の
よ
う
な
問
題
は
な
い
と
思
い
た
い
で
す
が
、
や
は
り

定
期
的
な
点
検
は
大
切
で
す
ね
。
水
の
力
は
確
か
に
侮
れ
ま
せ
ん
し
、

ど
ん
な
地
域
で
も
安
心
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
ね
。 

◎
地
域
を
歩
い
て
い
る
と
例
年
以
上
に
鮮
や
か
な
赤
い
塊
を
目
に
す
る
機

会
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
近
づ
い
て
見
る
と
山
茶
花
で
し
た
。
今
年

は
や
け
に
華
や
か
で
す
。
気
候
変
動
の
影
響
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

◎
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
た
め
の
土
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
収

穫
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
堆
肥
や
米
ぬ
か
、
も
み
殻
を
混

ぜ
、
化
成
肥
料
も
加
え
ま
し
た
。
作
業
を
し
て
い
る
と
、
児
童
館
の
子
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